ニホンザルのスギ花粉症に関する研究(III 共同利用研究 2.研究成果) by 横田, 明 & 金井塚, 務
Titleニホンザルのスギ花粉症に関する研究(III 共同利用研究2.研究成果)
Author(s)横田, 明; 金井, 塚務
















































































































辻本 元 ･大田芳宏 (東大医科研 ･獣医)
AIDS動物モデルの確立を目的として､まずヒ
トAIDSウイルス (HIV-1およびHIV-2)と




























杭山 昭 ･前多敬一郎 ･火村博子 ･
大歳 聡 ･宮田麻紀 (名古屋大学 ･rT"学部)
ヒトを含む霊長規のいくつかの種において､分
娩後の一定期間､月経周期の回期が遅れることが
報告されてきた｡これは､孔子による吸乳刺激が
母親の性腺刺激ホルモンのうち特に黄体形成ホル
モン (LH)の分泌を抑制する為であると考えら
れる｡
本研究では､泌乳前期及び後期にある孔子を嘱
背中のカニクイザルを用い､母規の稲荷行動及び
孔子の吸乳行動とLHのパルス状分泌様式との関
連をみるために､行動の視察と採血を行った｡採
血は､昨年皮に検討した迎統採血法をさらに改良
したものにより行った｡採血日の前日､ケタラー
ル麻酔下で､シリコンカテーテルを頚静脈より右
心房内に挿入留皿し､採血用ベストをlfyl用させ採
血用ケージに房した｡手術時問は､平均約2時間
であり､この期問､乳子は母親から隔離した｡採
血開始直前まで､べリスタルティツクポンプを用
い､前述のカテーテルを通じてへバリン含有リン
ゲル液を低速で母体内に流入し､カテーテル内の
血液凝固を防いだ｡採血は､手術の翌日､同カテー
テル及び同ポンプを用いて､無麻酔､無拘束の状
態で行った｡10分間隔で4時間採血を行い､1回
の採血量は0.6mlとした｡血液サンプルはすぐに
遠心分離し､血祭を採取した｡頻回採血による充
血を防ぐため､血球成分を､リンゲル液を用いて
洗浄した後､体内に戻した｡採血期間中､ビデオ
カメラを用いて母子の状態を観察した結果､母子
の行動は採血により形轡されないことを確かめる
ことができた｡このようにして､本年度はサルに
おける無麻酔無拘束状倍での連続採血法を確立す
ると共に､泌乳前期及び後期のカニクイザル各一
頭について血液サンプルの採取を行うことができ
た｡現在､サルLHmrJ定が可能な抗血桁を用いた
ラジオイムノアッセイ系の確立を検討中である｡
この方法により､平成元年度にサンプル中のLH
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